
















おひざのうえ







　エリザが帝都に来てから好きな時間が一つあった。

　お勉強の時間だ。

　とはいっても、全てのお勉強が楽しくて好きなのではない。お師匠は時折難しいことを並べ、よく分からないと答えると「なんで？」と言いたげな顔をして首を傾げるのだけど、それが酷く腹立たしいのである。

　別にお師匠は分からないと返しても怒ることはないし、馬鹿にもしてこない。放っておかれることなんて絶対なくて、暫く難しそうな顔で考え込んだ後にエリザでも分かるよう教え直してくれる。

　ただ、どうしても言葉にし辛い不快感が残るだけだ。幼いエリザではまだ理解できない、ちょっと残念な子扱いされる歯痒さを感じさせるお勉強の時間は好きではなくても、兄様が自習に付き合ってくれる時間は大好きだった。

「エリザは大きくなってきたね」

　ご本を読むのでお膝に乗せてとお願いすれば、兄様、五つ年上のエーリヒがそれを断ることは、よほど忙しい時を除いてない。仕事を中断し、服に汚れを落とす魔法を掛けて優しく抱き上げてくれる。そして、毎回毎回、エリザが立派になってきていると褒めるのだ。

　それは事実であった。

　エリザは半妖精という妖精の魂が人類の腹に宿って生まれてきた種族であるため、生きた現象や概念と呼ばれる妖精に近しい部分がある。故に彼女が纏っている生物の殻、ヒト種の肉体は魂と精神に引っ張られ、その通りに動いてしまうことが多い。

　今までは可愛い末っ子の娘として、目が離せない小さな妹として可愛がられることに悦びを得ていたエリザの魂は、今の立場が楽しすぎたために〝成長〟を意図して鈍化させてきた。

　人間でも思いこそすれ、できないことができてしまうのが半妖精という生き物。望み通りに幼く愛らしい姿のままで愛でられてきた彼女も、帝都に来ることになってからは、そうも行かなくなった。

　放っておけば危ないことをする兄を護るためには強くならなくてはならず、幼いままで願いは叶わない。このままではならぬと自覚すれば肉体は成長を始める。内側に秘めた、妖精としての力を振るうに問題ない領域に至るために。

　ただ、エリザにとって目的を果たすため成長することは喜ばしくあると同時、酷く疎ましいことでもあった。

　今まですっぽりお尻が収まって、座り心地がよかった兄のお膝が狭く感じてしまうのだ。前までは腰を下ろすだけで、エリザのためだけに誂えられたように収まりのよかったお膝が狭くて、丁度良い所を見つけるまで二度三度と身動ぎしなければいけないのが悲しくて仕方がない。

　得られる物は多かったとしても、とても尊くて掛け替えのないものが失われてしまうのが魂から理解できるから。

「このままだと、エリザは直ぐに私を追い抜いてしまうかもしれないねぇ」

　二人で魔法の本を読んでいると、兄様が理解に詰まった部分があった。それをエリザが前にお師匠から教わった所だったので教えてあげると、エーリヒはいつものように大げさなくらい褒めてくれた。

　ただ、その後に続く一言がエリザの胸を切なくさせる。

　エリザは少しずつ、小さくて可愛らしい兄様のエリザでなくなってきているからだ。

「……ねぇ、兄様」

「ん？　なんだいエリザ」

「エリザね、少し背が伸びました。この間、ライゼニッツ卿にお呼ばれして行った時、お針子さんが仰ったの」

「へぇ！　それはよかったじゃないか」

　幼さを取り返すよう、近頃はすっかり私(わたくし)と自分を指すことに馴染んだ一人称を幼いものに変えてみても、兄は無邪気に喜んで頭を撫でるばかり。

　彼にとって成長することは、喜ばしいことであっても、悲しいことではないのだろう。

　服を何着も仕立てていると、当然ながら成長を実感する。小さくてぽてっとした童女の肉体は、第二次性徴を迎えるための準備が始まり、手足はすらりと伸び始め、膨らみを帯びていた腹は引っ込んでゆく。顔付きも少しずつ大人びてきて、ある針子などはお化粧も似合うようになりましたと褒めるほど。

　しかし、もう着れば踝が大きくはみ出るため不格好になってしまう、帝都に来てから仕立てた服を見ると悲しくて仕方がないのだ。ああ、もうこの頃に戻ることはできないのだと現実を突きつけられているようで。

「……でも、エリザ、大きくなりたくないわ」

「え？　どうしてだい？」

「だって、大人になったら大きくなって、兄様のお膝に合わなくなってしまうもの」

　だからだろうか。ついつい禁じていたはずの泣き言を兄に漏らしてしまったのは。悲しさが堪えきれなくて、小さく鼻をすすり上げてしまったのは。

　けれど、兄は優しく笑って頭を撫でてくれた。馬鹿だなぁと笑って。

「いいかいエリザ。私はエリザより五歳も年上なんだ」

「それくらい存じてます……」

「これはね、ずっと変わらないんだよ。エリザが幾つになっても私はエリザの年上で兄様なんだ。だから私も大きくなるから、幾つになってもエリザをお膝に乗せてあげるさ」

「……本当ですか？」

「本当だとも。これでも私は結構大きくなると思うよ。ほら、父様も兄様方もみんな背が高いだろう？」

　だから心配要らないよ、と優しい目で見下ろす兄にエリザは問いを重ねた。

「じゃあ、エリザが成人してもお膝に乗せてくださいますか？」

「勿論さ」

「エリザがおばさんになっても？」

「構わないよ」

「しわしわのおばあさんになっても？」

「その時には私だっておじいさんだから、エリザが嫌じゃなければね」

　迷いのない返答にエリザは幸福を覚えた。エリザが大きくなっても兄様は受け入れてくれる。それなら、大きくなるのも少しは怖くない気がした。

　しかし、その後に続く一言がいただけなかったが。

「それに、いつか私より素敵な人がエリザにも現れるさ。私より強くて、アグリッピナ氏より魔法が堪能で、あとお金も持ってて……」

　熟々と並べられる、最低限兄様が認める〝エリザの素敵な人〟を務める最低限の条件――尚、皇太子や選帝侯家の嫡男でも超えられるか難しい条件の数々──を聞きながら、エリザは頬をぷぅっと膨らませる。

　エリザは兄様のお膝に乗りたいのだ。兄様を護ってあげて、そして褒めてもらいたいのに。

　だのにいつだって、エリザを兄様以上に護ってくれる人の話をしたがる。

　そんな人なんて、世界の何処にもいないのに。

「ご両親も家柄はさておくとして、エリザに優しくいびったりせず……って、いった!?　痛い!?　え、エリザ!?　なんで今、兄様のお膝をつねったんだい!?」

「知りません！」

　酷いことを言う兄の膝をつねった妹は、頬を膨らませたままそっぽを向いた。暫くは許してあげないという堅い堅い意志の表明として。

　これを曲げさせたいなら、一緒にお散歩に行って、そこでお膝に乗せて氷菓子でも食べさせてもらった上で、髪を梳いてもらい更に…………。




【Tips】半妖精の肉体は精神のありように引っ張られるため、強く意志を持てば形を維持することもできる。宿った種族がどうあれ、魂は妖精そのものであるが故に。












item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙













Guide





		表紙













item/image/cover.jpg
el
-T‘RPGjll*f Y —ﬁﬁﬁﬁ'@%ﬁﬁt‘:)l{l‘;&

5g4T ~w9‘—9~)&q>_3§%§7
g%?KﬁWALKERBE&ﬁﬂ
Schuld

%E'Fabya—'Flh—U—

= ©Schuld /Z#—/\—5v7 A5AL:5VHYR





item/image/i001.jpg
[TRPGT LA Y —HEEHRTREEILFZBET 4T
~AVE—YUVRDETE~] BARKR
BOOKAWALKERFERE &~ 3 — PR b—1) —

202149A258 %17

S Schuld

43R b S 4%

il 4 ¥Rt Iv s r—h—
T102-8077

HR#ATFTRAXAEET3-1
AEB Y S FEIIF

9] Bt Ad—nN—3v 7

R—LAR—ULICERTHEERELFT. £, KERONT LRI

FEROLEE/E LT TEN, HH. BIE, i =Y,
:;%»ﬂf?\.f%ﬁ‘m Y. B RECHDIDLTREREE=EICRET

THE, AFAEETICELRLLET. KERE
HIERTEFLA,

F—nN—-5v 7 https://over-lap. co. jp/
BOOKxWALKER https://bookwalker. jp/





